
■第59回　大分例会　（通算336回）　

○11月６日（金）　19：00～21：40

○大分コンパルホール　視聴覚室（４Ｆ）　

○参加費　会員は無料／一般は300円　　　　　

■第152回　津久見例会（通算337回）　　

○11月13日（金）　19：30～22：00

○大分海運の事務所（２階）

　詳しくは、戸高さん（090-9792-7317）まで　　
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■「星の会」は1994年10月22日に佐伯で生まれました。

■「星の会」は、不登校の子どもを持つ親の会です。親以外に

　も不登校について継続的に考えていきたい教師・個人も入会

　できます。

■「星の会」の例会は、大分・津久見で月１回開いています。

■「星の会」は年会費2,000円です。（1月が更新の月）

■（例会には参加できなくても）会報を読むだけの会員も大歓

　　迎です。周りの方に拡げて下さい。
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11月例会
★★
星の会星の会星の会
不登校を考える親の会

2009年10月30日(金）

（代表）加嶋文哉
〒876-0814

佐伯市東町12-15
0972-24-1669

第100号

★★
★★

★★ （Ｅ-mail）ichibanboshi-1@hb.tp1.jp
(URL)　http://www.hoshinokai.net/

876-0814

佐伯市東町12-15

加嶋文哉　　様　0

名前につく「様」の後に

　0　の数字がある方は、未納です。　

 -1　の数字がある方は、納めています。

尚、間違いがある場合は加嶋までご連絡を。

封筒に貼られた封筒に貼られた

ラベルを見てくださいラベルを見てください

会費を納めたかどうか
はっきりしない方は…

封筒に貼られた

ラベルを見てください年会費は 2000円です

●会費は2009年の分だけで結構です。2008年以前のさかのぼっての徴収はしません。

◎振り込みは　大分信用金庫　渡町台支店　(普)　0228692　加嶋文哉　まで

　振り込み手数料は、会員さんの方で負担をして下さい。

◎加嶋宛に封書で郵送して下さっても結構です。その際は、外からお金が見えない工夫をして下さいね。

●「星の会」をやめたい方は、加嶋まで電話かメールかハガキ・封書等でご連絡下さい。

今年の

会費を納めて下さい

ホームページができました。

http://www.hoshinokai.net/

星の会 ○大分例会　12月4日（金）19：00～21：40／コンパルホール

○津久見例会　12月11日（金）19：30～22：30

変更する場合があるので、会報で確認して下さい。

加嶋のEメールアドレス（デスクトップ）が変更しました。
登録してください。携帯はそのままです。

（Ｅ-mail）ichibanboshi-1@hb.tp1.jp

15周年例会に参加して…（アンケートに寄せられた声）

■当事者によりそい、共感する姿勢に私も共感できました。わりと、子ども

によりそうスタンスでいたつもりであっても、榎園さんが言われたように、

自分の感性を大切にするという視点は十分に持ち合わせていなかったと思い

ます。（中略）「将来のこと、どう考えているのか」というセリフは一度言

いました。ムリなことだったわけですね。他にも、いろいろ、自分の心構え

は子ども立場からしたら全然ダメだったんだと理解できて良かったです。

■生の声を聴いて、わが子と一緒に来ていたら、隣でうなづいているんだろ

うと思いました。深呼吸できました。元気に笑顔で過ごせることが一番と思

いながら…。できなことが一番の課題だと改めて感じました。言葉にできな

いですが、ホントに良い会でした。ありがとうございました。

■（前略）「親が楽しく幸福に生活していることが一番」と聞いて、そうし

た方が子どもに負担を与えないんだとわかりました。本音が聞けて良かった

です。親も本音で弱みを見せたりして会話をした方が子どもにとって良いん

だとも知りました。

■不登校になって3年半で、親（私）もだいぶ落ち着いてきたつもりでいま

したが、青年の方のお話を伺うと、心にストン、ストン落ちるというか…。

こういう機会は良いなあと思いました。ありがとうございました。

■榎園さんの「不登校の自分を抱きしめてほしい」という言葉がグサリとき

ました。「愛されている実感がほしい」（登校をしなくても）「子どもにと

って親は神様（絶対）」という言葉も心に残りました。

■戸高さんのお話を聞きながら、涙が出てとまりませんでした。中学3年生

の娘が不登校になって、毎朝お腹が痛いと泣きます。私はどうしていいかわ

からず、娘を責めていました。私の所にも親の会があったら、参加をしてみ

たいと思いました。（後略）

■とても、心が暖かい気持ちになりました。例会中は、泣いたり笑ったり、

とても気持ちが楽になりました。

■中1の子どもを持つ親です。1日中家にいる子どもの将来が不安でしたが、

青年の話を聞いて勇気が出ました。焦らず、子どもと一緒に歩んでいこうと

思いました。子どもも家で好きなことをして、毎日楽しそうに過ごしていま

す。長い目で見ていこうと思いました。

■娘も落ち込んでいて私にあたってくるので、心がズタズタの状態で参加し

ましたが、若者の話を聞いて「良いんだ～」と思え、気持ちが楽になりまし

た。家に帰って娘と面と向かうと、また葛藤が始まるかもしれませんが…。

泣いたり、笑ったり、深くうなづいたりした星の会の例会で

した。子どもを命の存在として見つめることの意味に気づい

た感想の数々…。私たち大人は、「不登校の解決？」に目を

奪われすぎて、生きている子どもの一生懸命さを見つめるこ

とをいつの間にか忘れているのではないでしょうか。

15周年記念例会には、50名を超える方々

の参加がありました。11月例会にモ、周

りの方を誘って参加してくださいね。


